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令和５年4月から中小企業にも月60時間超の時間外労働に

対して、50％の割増賃金率が適用された。

　協会ではビルメンテナンスの現場で知っトクシリーズの第４

弾として、注意すべき点や「所定」と「法定」の違いといった

間違えやすいポイントなど、Q&A 形式で専門家がわかりやすく

解説するリーフレットを作成した。

　本リーフレットは協会ホームページで閲覧可能となっている

ので、各社の労務担当者は適切な労務管理のための参考として

いただきたい。

（URL）https://www.tokyo-bm.or.jp/
　　　　seminar/library.html

（URL）https://www.tokyo-bm.or.jp/
　　　　manabuil.html

当協会が毎年開催している労働安全衛生大会に合わせて、

会員の皆様から募集しているヒヤリ・ハット事例をもと

にした冊子を作成した。

　重大な事故を防ぐには、その背後で起きている多数の無傷災

害、いわゆる「ヒヤリ・ハット」を見逃さないことが重要である。

労働災害の撲滅のため、ヒヤリ・ハットの段階で事故を未然に

防ぐことに全社で取り組んでいただくため、様々なシチュエー

ションを想定した事例をわかりやすく網羅している。

会員価格：1,100円（税込）
一般価格：2,200円（税込）

「中小企業の割増賃金率引き上げ
リーフレット」を作成

「ビルメンテナンス業　
ヒヤリ・ハット事例集」を作成

Topics



4事故⇔無事故　油断と過信が　分かれ道

令和4年度調査報告書が完成しました
　令和4年度の調査報告書3点が完成した。協会ホームページより閲覧可能なため、是非ご覧いただきたい。

https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/library.html

③職場におけるチーム力向上のための調査報告書
　（建築物施設保全委員会）

　職場で発生する事故や顧客へ提供する品質の低下について、原因や真
因を追及すると職場の人間関係やチームワークに起因するものが、その
背景に数多くみられる。
　こうした事例から、４年度の調査研究として『職場におけるチーム力
向上』についてアンケートを行った調査結果の報告書を作成した。

①清掃状況の「見える化」に関する調査報告書
　 ～作業方法別での数値比較～
　（建築物衛生管理委員会）

　3年度より清掃状況の「見える化」をテーマに、科学的な根拠に基づ
いた清掃方法に着目し、施設用途の異なる現場にてATP測定器を使用
して清掃前後の汚れの数値化を行った内容を報告書にまとめた。
　本報告書では、ATP測定器を複数の現場で使用し、資材と洗剤の組み
合わせを変更して、効果比較の実態調査を行っている。

②防火・防災管理業務に関する実態調査報告書
　（警備防災委員会）

　近年は、各地で異常気象に起因する自然災害が増加傾向にあり、また、
東京都では首都直下地震等の被害想定が10年ぶりに見直された。
　防火・防災はビル管理の基本的要件であり、ビル関係者にとって重大
な関心事である。このような状況をふまえ、会員各社における防火・防
災業務の状況や、当協会に対する要望等の調査結果を報告書としてまと
めた。

BoardClip クリップボード
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院号。有章院霊廟 ( れいびょう ) は第8代将軍吉宗が芝増上
寺境内に建立し、日光東照宮に劣らないと称されたほど豪
華であった。1945年の東京大空襲で二天門 ( にてんもん ) を
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個
人
情
報
保
護
法
の

概
要
と
最
近
の
改
正
点

　
企
業
に
よ
る
個
人
情
報
漏
洩
の
事
案
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る

昨
今
に
お
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
の
整
備
に
よ
り
、
企
業

に
求
め
ら
れ
る
個
人
情
報
取
扱
い
の
要
件
は
益
々
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

　
本
特
集
で
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
詳
し
い
弁
護
士
の

澤
井
康
生
氏
に
、
覚
え
て
お
く
べ
き
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
や
中

小
事
業
者
が
備
え
て
お
く
べ
き
措
置
、
も
し
情
報
を
漏
洩
し

て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
も
更
に
取
扱
い
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
個
人
情
報
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
自
社
に
お
け
る
情
報
の
取
扱

い
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈 経歴 〉
1994 年　警察庁入庁　警察庁生活安全局や同刑事局にて
　　　　　警察関係の法令の企画立案業務に従事。
2003 年　旧司法試験合格
2005 年　東京弁護士会弁護士登録
2008 年　早稲田大学大学院ファイナンス MBA 修了
2011 年～ 2015 年 東京簡易裁判所非常勤裁判官就任
2014 年　公認不正検査士試験合格
2020 年　陸上自衛隊予備自衛官試験合格
2021 年　金融コンプライアンスオフィサー試験 1 級合格
現　在　　秋法律事務所　パートナー弁護士

弁護士　澤井康生　氏



7 気を抜くな　無理せず　焦らず　再確認

特　集 個人情報保護法の概要と最近の改正点

個
人
情
報
漏
洩
で
数
百
万

円
の
損
害
賠
償
も
？

第
１

　

個
人
情
報
の
漏
洩
で
漏
洩
元
の
企
業
が
責
任
を
負
う

事
態
に
な
っ
て
も
「
損
害
額
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
の

で
は
」
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

損
害
額
が
数
百
万
円
単
位
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
実
際
に
起
き
た
東
京
地
裁
平
成
21
年
12
月
25

日
判
決
の
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
は
、
大
手
企
業
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
業
務
委
託
を
受
け
た
中
小

企
業
が
、
こ
の
業
務
に
よ
っ
て
取
得
し
た
大
手
企
業
管

理
に
か
か
る
個
人
情
報
を
外
部
に
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ

た
事
件
で
す
。

　

判
決
は
、
当
該
中
小
企
業
が
取
引
先
の
大
手
企
業
か

ら
預
か
っ
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
見
て
通

常
要
求
さ
れ
る
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

あ
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
当
該
中
小
企
業
の
社
員
が
ウ

ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
私
有
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
こ
と

に
よ
り
、
個
人
情
報
を
外
部
に
流
出
し
た
事
実
を
認
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
は
以
下
の

も
の
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
デ
ー
タ
解
析
費
用
約
２
０
０
万
円
。
こ
れ
は
個
人
情

報
流
出
の
原
因
を
調
査
す
る
た
め
に
、
大
手
企
業
が
外

部
の
専
門
業
者
に
デ
ー
タ
解
析
を
依
頼
し
て
調
査
を
行

う
た
め
に
支
払
っ
た
費
用
で
す
。

②
業
務
交
通
費
等
約
17
万
円
。
こ
れ
は
大
手
企
業
の
社

員
が
情
報
漏
洩
し
た
顧
客
へ
の
対
応
に
要
し
た
交
通
費
、

人
件
費
、
贈
答
費
用
な
ど
で
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
監
視
費
用
約
16
万
円
。
こ
れ
は
大

手
企
業
が
外
部
に
流
出
し
た
個
人
情
報
が
電
子
掲
示
板

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
た

め
に
、
専
門
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
で
す
。

④
大
手
企
業
の
社
員
の
時
間
外
手
当
費
用
約
１
４
０
万

円
。
こ
れ
は
大
手
企
業
社
員
が
情
報
流
出
事
件
に
つ
い

て
流
出
デ
ー
タ
の
内
容
確
認
、
関
係
者
に
対
す
る
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
、
顧
客
へ
の
調
査
報
告
書
作
成
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
に
要
し
た
残
業
代
相
当
費
用
で
す
。

⑤
顧
客
へ
の
謝
罪
費
用
約
54
万
円
。
こ
れ
は
大
手
企
業

が
個
人
情
報
を
流
出
し
た
顧
客
へ
の
謝
罪
に
要
し
た
費

用
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
損
害
額
合
計
約
４
３
０
万
円
が
判
決
で
損

害
賠
償
金
額
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
記
裁
判
例
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
個
人
情
報
を

漏
洩
さ
せ
て
し
ま
っ
た
企
業
と
し
て
は
原
因
調
査
や
再

発
防
止
、
顧
客
へ
の
謝
罪
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
監
視
、

そ
れ
ら
に
要
す
る
人
件
費
な
ど
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
要
は
、
個
人
情
報
の
漏

洩
と
因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
る
全
て
の
損
害
に
つ
い
て

損
害
賠
償
義
務
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
裁
判
例
か
ら
も
企
業
、
特
に
大
手
企
業
と
取
引

す
る
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
の
漏
洩
に
細

心
の
注
意
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
第
２
の
部
分
で
は
よ
く
聞
く
個
人

情
報
保
護
法
と
い
う
法
律
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
か
ら
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
３
の
部
分
で
は
個
人
情
報
保
護
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
中
小
規
模
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
安
全
管

理
措
置
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
４
の
部
分
で
は
個
人
情
報
が
漏
洩
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の
報
告
の
義
務
と
や

り
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。



8過去の事故　事例に学んで　未然に防ごう

個
人
情
報
保
護
法
っ
て

何
？

第
２

1　
個
人
情
報
保
護
法
制
定
の

　
　
背
景
と
内
容

（
１
）
背
景

　

世
界
各
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、

デ
ー
タ
流
通
が
急
速
に
進
み
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

起
因
す
る
個
人
の
権
利
利
益
侵
害
な
ど
の
問
題
が
不
安

視
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。１
９
８
０
年
に
欧
米
諸
国
や

日
本
が
加
盟
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力
開
発
機
構)

が
、
個
人
情
報
の
収
集
制
限
や
目
的
明
確
化
、
利
用
制

限
な
ど
原
則
が
盛
り
込
ま
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
８
原
則
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
に
Ｅ
Ｕ(

欧
州
連
合) 

が
制
定
し
た「
Ｅ

Ｕ
指
令(

個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令)

」
が
、
Ｅ
Ｕ
域
外

の
第
三
国
へ
の
個
人
情
報
の
移
転
の
制
限
に
つ
い
て
も

定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
日
本
も
対
応
す
べ
く
平
成
15

（
３
） 

基
本
的
な
４
つ
の
ル
ー
ル

　

事
業
者
が
守
る
べ
き
４
つ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

年
（
２
０
０
３
年
）
に
「
個
人
情
報
保
護
法
」
が
制
定

さ
れ
、
平
成
17
年
（
２
０
０
5
年
）
4
月
1
日
に
「
個

人
情
報
保
護
法
」
が
完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
個
人
情
報
と
は

　

平
成
15
年(

２
０
０
３
年)

に
制
定
さ
れ
た
個
人
情

報
保
護
法
の
「
個
人
情
報
」
と
は
「
生
存
す
る
個
人
に

関
す
る
情
報
で
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
顔
写
真
、

そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年(

２
０
１
５
年)

の
改
正
で
は
、

「
個
人
識
別
符
号
」
（
そ
の
情
報
単
体
か
ら
個
人
を
特

定
で
き
る
符
号
）
が
新
た
に
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
①
指
紋
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
顔
認
証
デ
ー
タ
な
ど
の
身

体
の
一
部
の
特
徴
を
変
換
し
た
符
号
や
、
②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、パ
ス
ポ
ー
ト
、運
転
免
許
証
の
番
号
な
ど
の
個
々

人
に
対
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る
公
的
な
番
号
が
、
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

事業者が守るべき４つのルール

（※）②〜④は個人情報をデータベース化（特定の個人を検索できるようにまとめたもの）した場合にかかるルールです。
　　 なお、これらの個人情報データベース等を構成する個人情報を、「個人データ」といいます .

●利用目的を特定して、その範囲内で利用する。
●利用目的を通知又は公表する。

① 取得・利用
●漏えい等が生じないよう、安全に管理する。
●従事者・委託先にも安全管理を徹底する。（持ち運

ぶ場合も要注意）

② 保　管

●第三者に提供する場合は、あらかじめ本人から同意を得る。
●第三者に提供した場合・第三者から提供を受けた場

合は、一定事項を記録する。

③ 提　供
●本人から開示等の請求があった場合はこれに対応

する。
●苦情等に適切・迅速に対応する。

④ 開示請求等への対応

勝手に使わない！ なくさない！漏らさない！

お問い合わせに対応！勝手に人に渡さない！



9 すれちがう　お疲れ様の　一言に　つぎの仕事の力をくれる

特　集 個人情報保護法の概要と最近の改正点

  

①  

取
得
・
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

　

個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
き
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、

あ
ら
か
じ
め
利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
特
定
す
る
、
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
、
個
人
情

報
は
適
正
な
方
法
で
取
得
す
る
、
取
得
す
る
際
に
は
利

用
目
的
の
通
知
公
表
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

   

②  

保
管
に
関
す
る
ル
ー
ル

　

取
り
扱
う
個
人
情
報
が
、
正
確
で
最
新
の
内
容
に
保

つ
こ
と
に
取
り
組
む
ほ
か
、
個
人
デ
ー
タ
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
従
業
者
や
委
託
先
の
監
督
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

  

③  

提
供
に
関
す
る
ル
ー
ル

　

あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
、
個
人
デ
ー

タ
を
第
三
者
に
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
同
意
の
取

得
に
当
た
っ
て
は
、
本
人
が
同
意
に
係
る
判
断
を
行
う

た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
合
理
的
か
つ
適
切
な
方
法

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
三
者
か
ら
個
人
デ
ー
タ
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、

個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
に
基
づ
き
、
受
領
者
は
提

供
者
の
氏
名
や
デ
ー
タ
の
取
得
経
緯
等
を
確
認
、
記
録

し
、
一
定
期
間
そ
の
内
容
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
第
三
者
に
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
場
合
も
、

提
供
者
は
受
領
者
の
氏
名
等
を
記
録
し
、
一
定
期
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

④  

開
示
請
求
等
に
関
す
る
ル
ー
ル

第三者からの受領・提供の記録

個人情報
個人データ
第三者提供

個人データ
取得経緯確認

個人データ
第三者提供

個人データ
取得経緯確認

【本人】 【A 社】 【B 社】 【C 社】

【トレーサビリティの確認】

データベース

・
利
用
目
的
を
特
定
し
て
、
そ
の
範
囲
内
で

　
利
用
す
る
こ
と

・
利
用
目
的
を
通
知
又
は
公
表
す
る
こ
と

・
適
正
な
方
法
で
取
得
す
る
こ
と

・
漏
え
い
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
安
全
に

　
管
理
す
る
こ
と

・
従
業
者
・
委
託
先
に
も
安
全
管
理
を

　
徹
底
す
る
こ
と

・
第
三
者
に
提
供
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

　
本
人
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と

・
第
三
者
に
提
供
し
た
場
合
・
第
三
者
か
ら
提
供

　
を
受
け
た
場
合
は
、
一
定
事
項
を
記
録
す
る
こ
と

・
本
人
か
ら
開
示
等
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は

　
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と

・
苦
情
等
に
適
切
・
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
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２　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

（
１
）
概
要

　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
の
法
律
制
定
後
、
個
人

情
報
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
範
囲
が
広
が
り
ま

し
た
。
時
代
と
共
に
当
時
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
デ

ー
タ
の
活
用
法
や
、
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年(

２
０
１
５
年)

以
降
に
頻
繁
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
主
な
改
正
点
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

（
２
）
主
な
改
正
点

● 

個
人
情
報
件
数
５
０
０
０
人
要
件
の
撤
廃

　

 

個
人
情
報
保
護
法
制
定
当
時
は
個
人
情
報
件
数

５
０
０
０
人
以
上
の
事
業
者
に
限
っ
て
適
用
さ
れ

る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
要
件
は
撤
廃
さ

れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
現
在
は
個
人
情
報
１
件
の

事
業
者
で
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

● 

個
人
識
別
符
号
も
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

 

個
人
識
別
符
号
と
は
「
特
定
の
個
人
の
身
体
の
一

部
の
特
徴
を
電
子
計
算
機
の
用
に
供
す
る
た
め
に

変
換
し
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で

あ
っ
て
、当
該
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
」

（
代
表
例
と
し
て
は
指
紋
デ
ー
タ
、
顔
認
証
デ
ー

タ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
）　
「
個
人
に
提
供
さ
れ
る
役
務
の
利

用
若
し
く
は
個
人
に
販
売
さ
れ
る
商
品
の
購
入
に

関
し
割
り
当
て
ら
れ
、
ま
た
は
個
人
に
販
売
さ
れ

る
商
品
の
購
入
に
関
し
割
り
当
て
ら
れ
、
ま
た
は

個
人
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
そ
の
他
の
書
類
に
記

載
さ
れ
、
も
し
く
は
電
磁
的
方
式
に
よ
り
記
録
さ

れ
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
も
し
く
は
購
入
者
ま
た
は
発
行
を
受

け
る
者
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
割
り

当
て
ら
れ
、
ま
た
は
記
載
さ
れ
、
も
し
く
は
記
録

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
利
用
者
も
し
く
は

購
入
者
ま
た
は
発
行
を
受
け
る
者
を
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
」
（
代
表
例
と
し
て
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
、
免
許
証
番
号
、
基
礎
年
金
番
号
、
旅
券

番
号
）。

● 

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
規
定
の
新
設

　

 

本
人
の
同
意
な
い
場
合
で
も
あ
ら
か
じ
め
個
人
情

報
保
護
委
員
会
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本

人
に
通
知
し
本
人
が
知
り
得
る
状
態
に
置
く
と
と

も
に
個
人
情
報
委
員
会
に
届
出
を
行
え
ば
個
人
デ

ー
タ
を
第
三
者
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
た
だ
し
要
配
慮
個
人
情
報
は
除
き
ま
す
）
こ
れ

は
名
簿
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
規
定
で
す
。

● 

外
国
の
第
三
者
へ
の
提
供
に
関
す
る
規
定
の
整
備

が
さ
れ
ま
し
た
。

● 

第
三
者
提
供
に
か
か
る
提
供
者
の
記
録
義
務
が
課

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

事
業
者
が
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
適
法
に
提
供

し
た
と
き
は
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
し
た
年
月
日
、

当
該
第
三
者
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
個
人
情

報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
記

録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

● 

第
三
者
提
供
に
か
か
る
受
領
者
の
確
認
義
務
が
課

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

事
業
者
は
、
第
三
者
か
ら
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
を

受
け
る
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
個
人
デ
ー
タ
取
得
の

経
緯
等
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

● 

保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
事
項
の
公
表

　

 

事
業
者
は
、
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
、
一
定
の

事
項
に
つ
い
て
、
本
人
の
知
り
得
る
状
態
に
置
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

● 

本
人
か
ら
の
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
利
用
停
止

請
求

　

 

今
ま
で
は
個
人
情
報
の
主
体
で
あ
る
本
人
の
権
利

性
を
正
面
か
ら
認
め
る
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
す
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が
、
本
人
の
請
求
権
が
明
文
で
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
に
本
人
が
事
業
者
を
訴
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

● 

苦
情
処
理
体
制
の
整
備
義
務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

● 

要
配
慮
個
人
情
報
の
取
得
禁
止

　

 

要
配
慮
個
人
情
報
と
は
「
本
人
の
人
種
、
信
条
、

社
会
的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯
罪
に
よ

り
害
を
被
っ
た
事
実
そ
の
他
本
人
に
対
す
る
不
当

な
差
別
、
偏
見
そ
の
他
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
に
そ
の
取
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
」

● 

匿
名
加
工
情
報
の
利
活
用

　

 

匿
名
加
工
情
報
と
は
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
及
び
そ
の
作
成
に
用
い
る
個
人
情
報
を
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
た
個
人

情
報
の
こ
と
」（
代
表
例
と
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）

● 

匿
名
加
工
情
報
に
対
す
る
安
全
管
理
措
置

● 

匿
名
加
工
情
報
の
項
目
の
公
表
、
第
三
者
提
供
す

る
場
合
の
項
目
の
公
表

● 

本
人
を
識
別
す
る
目
的
で
他
の
情
報
と
の
照
合
禁

止

● 

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
不
正
提
供
罪

　

 

従
業
員
等
が
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
個
人
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
盗
用
し
た
場
合
は
１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

３　
令
和
２
年
改
正
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
（
令
和
４
年
４
月
施
行
）

　

平
成
27
年(

２
０
１
５
年)

の
個
人
情
報
保
護
法
の

改
正
以
来
、
Ａ
Ｉ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
情
報
新
技

術
の
進
歩
や
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、

３
年
ご
と
に
内
容
を
見
直
す
規
定
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年(

２
０
２
２
年)

に
施
行
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
規
定
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

本
人
の
権
利
保
護
が
強
化

　

改
正
前
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
み
が
利

用
停
止
・
消
去
を
求
め
ら
れ
る
対
象
で
し
た
。
改
正
後

は
こ
れ
に
加
え
て
、
個
人
の
権
利
ま
た
は
正
当
な
利
益

が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
も
利
用
停
止
・
削
除

を
請
求
で
き
ま
す
。

事
業
者
の
責
務
が
追
加

　

改
正
前
は
デ
ー
タ
の
漏
え
い
事
故
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
報
告
や
通
知
が
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
正
後
は
、
デ
ー
タ
が
流
出
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を

害
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
際
は
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
へ
の
報
告
と
本
人
へ
の
通
知
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
の
特
定
分
野
を
対
象
と
す
る

団
体
の
認
定
団
体
制
度
を
新
設

　

苦
情
処
理
や
対
象
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う

「
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
」
と
し
て
、
民
間
団
体
を

認
定
す
る
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
該
当
す
る

企
業
の
す
べ
て
の
分
野
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、

改
正
に
よ
り
特
定
分
野
の
み
対
象
に
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
専
門
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
や
、

事
業
者
の
自
主
的
な
デ
ー
タ
保
護
へ
の
取
り
組
み
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
の
利
活
用
の
促
進

　

こ
れ
ま
で
事
業
者
が
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
場
合
は
、

個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
加
工
を
し
た
と
き
で
も
、

利
用
目
的
を
明
確
に
し
て
、
本
人
に
公
表
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
改
正
に
よ
り
、
そ
の
人

が
誰
な
の
か
、
他
の
情
報
と
照
合
し
な
い
限
り
特
定
で

き
な
い
よ
う
な
加
工
を
し
て
活
用
・
保
管
す
れ
ば
、
開

ポ
イ
ン
ト

1

ポ
イ
ン
ト

2
ポ
イ
ン
ト

３
ポ
イ
ン
ト

４
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示
・
利
用
停
止
請
求
へ
の
対
応
な
ど
の
義
務
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
氏
名
を
削
除
ま
た
は
置
換
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
財
産
的
被
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
番
号
を
削
除
す
る
な
ど
の
措
置
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
令
違
反
に
対
す
る
罰
則
が
強
化

　

今
回
の
改
正
で
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら
の
措

置
命
令
の
違
反
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
不

正
提
供
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の
虚
偽
報
告
な

ど
を
し
た
際
の
罰
則

が
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
重
く
な
っ

た
の
は
、
法
人
な
ど

が
個
人
情
報
保
護
委

員
会
か
ら
の
措
置
命

令
に
違
反
し
た
場
合

と
、
個
人
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
不

正
提
供
し
た
場
合
で

す
。
い
ず
れ
も
法
令

違
反
を
し
た
際
の
罰

金
が
1
億
円
以
下
と

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
な
お
、
こ
ち

ら
は
他
の
改
正
点
に

先
駆
け
て
令
和
2
年

（
２
０
２
０
年
）
12

月
12
日
に
施
行
さ
れ

た
改
正
点
で
す
。

個
人
関
連
情
報
の
新
設 

　

個
人
関
連
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情

報
で
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
及
び
匿
名
加
工
情
報

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、C

ookie

等
の
端
末
識
別
子
を
通
じ
て
収
集

さ
れ
た
個
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
履
歴
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
、
個
人
の
商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
履
歴
、

位
置
情
報
な
ど
も
該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
個
人
関
連

情
報
に
つ
い
て
、
提
供
元
で
は
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し

な
い
も
の
の
、
第
三
者
（
提
供
先
）
に
わ
た
る
と
個
人

デ
ー
タ
に
な
り
う
る
場
合
は
、
本
人
同
意
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り

個
人
関
連
情
報
を
提
供
す
る
と
き
に
、
提
供
元
が
提
供

先
に
対
し
て
本
人
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

懲役刑 罰金刑

旧 改正後 旧 改正後

個人情報保護委員会からの
命令への違反

行為者 6 月以下 1 年以下 30 万円以下 100 万円以下

法人等 ― ― 30 万円以下 1 億円以下

個人情報データベース等の
不正提供等

行為者 1 年以下 1 年以下 50 万円以下 50 万円以下

法人等 ― ― 50 万円以下 1 億円以下

個人情報保護委員会への
虚偽報告等

行為者 ― ― 30 万円以下 50 万円以下

法人等 ― ― 30 万円以下 50 万円以下

個人情報

「仮名加工情報」の利用イメージ

ID 9999

名前 山田太郎

アドレス taro@ama.jp

電話番号 80999999

登録日 2021/12/11

ID 9999

名前 削除

アドレス 削除

電話番号 削除

登録日 2021/12/11

ID 9999

名前 削除

アドレス taro@ama.jp

電話番号 80999999

登録日 2021/12/11

現行ルール

改正後

●個人情報の一部を消して利用
●ほかの情報と照合して特定の個人を識別
●個人情報に復元できる

匿
名
加
工
情
報

匿
名
加
工
情
報

ポ
イ
ン
ト

5

ポ
イ
ン
ト

6代
表
例

Ａ
社
（
Ｉ
Ｄ
に
基
づ
く
購
買
履
歴
を
保
有
す
る
通

販
会
社
な
ど
）

→
Ｂ
社
（
Ｉ
Ｄ
に
基
づ
く
個
人
デ
ー
タ
保
有
す
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
な
ど
）

→
Ｂ
社
（
Ｉ
Ｄ
を
使
用
し
て
自
社
内
の
個
人
デ
ー

タ
と
結
合
す
る
こ
と
で
当
該
会
員
の
購
買
履
歴
を

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
）
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特　集 個人情報保護法の概要と最近の改正点

中
小
企
業
と
し
て

取
る
べ
き
対
策
と
は

第
３

1　
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
を

含
む
事
業
者
に
は
守
る
べ
き
責
務
が
増
え
、
個
人
情
報

保
護
法
違
反
を
し
た
場
合
の
罰
則
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
中
小
企
業
で
も
、
個
人
情
報
の
管
理
を
よ
り

一
層
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

（
１
）
個
人
情
報
の
利
用
状
況
を

　
　
　
確
認
す
る

　

自
社
で
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
い
る

の
か
、
そ
の
利
用
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
不
適
切

な
利
用
が
さ
れ
て
い
な
い
か
、
情
報
提
供
者
の
権
利
や

利
益
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
な
い
か
と
い
っ
た
点
を
確
認

し
ま
す
。
改
正
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
や
利
益
を
侵
害

す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
停

止
や
消
去
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
2
）
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
開
示
請
求

　
　
　
へ
の
対
応
準
備
を
進
め
る

　

企
業
が
保
有
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
上
で
開

示
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
開
示
請

求
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
請
求
者
が
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
で
の
提
供
を
含
む
開
示
方
法
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、　

個
人
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
開
示
請
求
に
対
す

る
対
応
体
制
を
事
前
に
築
い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）
従
業
員
に
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

　
　
　
つ
い
て
周
知
・
教
育
す
る

　

中
小
規
模
事
業
者
は
法
第
24
条
に
基
づ
き
従
業
員
に

対
す
る
監
督
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
デ
ー

タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
従
業
者
に

定
期
的
な
研
修
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
秘

密
保
持
に
関
す
る
事
項
を
社
内
規
定
等
に
盛
り
込
む
こ

と
も
大
切
で
す
。

（
4
）
情
報
漏
洩
が
発
生
し
た
際
の

　
　
　
対
応
方
法
を
見
直
す　

　

個
人
情
報
が
漏
洩
し
た
際
の
報
告
義
務
が
追
加
さ
れ

た
た
め
、
対
応
方
法
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
情
報
漏
洩
を
見
越
し
た
業
務
フ
ロ
ー
や
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2　
個
人
情
報
漏
洩
事
例
と
対
策

　

こ
こ
で
は
、
近
年
実
際
に
起
き
た
個
人
情
報
漏
洩
の

具
体
的
事
例
を
基
に
し
た
対
策
を
例
示
し
ま
す
。

１ 

株
式
会
社
Ａ
社
の
従
業
員
に
よ
る

　

 

顧
客
情
報
の
不
正
持
ち
出
し
事
件

　

Ａ
社
は
、
同
社
子
会
社
の
従
業
員
が
転
職
に
際
し
て

個
人
情
報
を
含
む
64
件
の
顧
客
情
報
を
不
正
に
持
ち
出

し
て
い
た
こ
と
を
発
表
。
同
社
は
元
従
業
員
に
対
し
て

刑
事
告
訴
を
行
い
、
元
従
業
員
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
。

　

従
業
員
に
よ
る
顧
客
情
報
の
不
正
な
持
ち
出
し

ケ
ー
ス
で
す
。
類
似
の
事
件
は
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
例
の
よ
う
な
転
職
に
際
し
て
、
転

職
先
に
顧
客
情
報
や
技
術
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
い
わ
ゆ
る
「
手
土
産
転
職
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
類
型
の
他
に
も
会
社
に
対
す
る
不
満
や
怨
恨

を
理
由
と
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
会
社
内
の
内
部
ル
ー
ル
の
策
定

や
、
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
、
社
員
の

満
足
度
を
調
査
す
る
た
め
の
定
期
的
な
面
談
、
社
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員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

２ 
株
式
会
社
Ｂ
社
に
よ
る

　

 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
紛
失
に
よ
る
個
人
情
報
漏
洩

　

Ｂ
社
が
顧
客
情
報
が
記
録
さ
れ
た
外
付
け
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を

紛
失
し
、
個
人
情
報
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

が
あ
る
と
発
表
し
た
事
件
。

　

こ
の
紛
失
し
た
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
は
、
氏
名
や
住
所
を

含
む
個
人
情
報
が
、
３
万
件
以
上
含
ま
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｈ

Ｄ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
の
情
報
媒
体
の
紛
失

に
よ
る
個
人
情
報
の
漏
洩
は
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
個
人
情
報
の

持
ち
出
し
に
つ
い
て
社
内
ル
ー
ル
の
策
定
や
社
員

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

 

３ 

株
式
会
社
Ｃ
社
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

　

 

閲
覧
権
限
の
設
定
ミ
ス
に
よ
る
情
報
漏
洩

　

Ｃ
社
が
管
理
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

閲
覧
権
限
の
設
定
ミ
ス
に
よ
り
、
最
大
１
万
人
以
上
の

個
人
情
報
が
漏
洩
し
た
事
件
。

Ｃ
社
が
申
請
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
来
は

自
社
の
申
請
書
類
以
外
は
閲
覧
で
き
な
い
は
ず
が
、

担
当
者
の
設
定
ミ
ス
に
よ
り
、
事
業
者
同
士
で
相

互
に
他
社
の
申
請
書
類
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
も
の
で
す
。
社
員
の
人
的
な
ミ
ス
を
理

由
と
す
る
個
人
情
報
漏
洩
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
担
当
者
と
上

司
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

４ 

株
式
会
社
Ｄ
運
営
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に

 　
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
漏
洩

　

Ｄ
社
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
シ
ョ
ッ

プ
を
利
用
し
た
７
０
０
０
人
以
上
の
カ
ー
ド
情
報
が
漏

え
い
し
た
事
件
。

　

悪
意
を
持
っ
た
第
三
者
が
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性

を
攻
撃
し
、
決
済
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
ざ
ん

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
手
法
は
い
わ
ゆ
る
「
Ｗ

ｅ
ｂ
ス
キ
ミ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
国
内
外

を
問
わ
ず
様
々
な
企
業
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
情
報
漏
洩
の
把
握
か
ら
発
表
ま
で
に
約

半
年
の
期
間
を
要
し
て
お
り
、
そ
の
間
も
不
正
利

用
が
発
生
し
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｄ
社
の
対

応
の
遅
さ
を
批
判
す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の

脆
弱
性
を
カ
バ
ー
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の

導
入
と
更
新
。
情
報
漏
洩
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
速
や
か
に
対
処
す
る
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

５ 

鉄
道
会
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
に

　

 

対
す
る
不
正
ロ
グ
イ
ン

　

鉄
道
会
社
Ａ
社
が
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
を

運
営
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
リ
ス
ト
型
攻
撃
に
よ
り

３
０
０
０
人
以
上
の
会
員
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
不
正
ロ
グ

イ
ン
が
行
わ
れ
た
事
件
。

　

こ
の
攻
撃
に
よ
り
会
員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
の
一
部
の
情
報
が
漏
洩
し
た
よ

う
で
す
。

　

リ
ス
ト
型
攻
撃
と
は
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
を
入
手
し
、
不

正
ロ
グ
イ
ン
を
試
み
る
手
法
で
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
主
に
ロ
グ
イ

ン
回
数
の
制
限
設
定
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
検
知
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
強
固
な
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
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個
人
情
報
漏
洩
時
の

報
告
の
義
務
化

第
４

１　
報
告
の
義
務
化

　

個
人
情
報
漏
洩
が
発
生
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
場
合
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会

へ
の
報
告
、
そ
れ
か
ら
本
人
へ
の
通
知
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
委
員
会

（ https://w
w

w
.ppc.go.jp/

）

２　
ど
う
い
う
場
合
に
報
告
す
る
の
？

　

個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
場
合

と
は
以
下
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

「
要
配
慮
個
人
情
報
の
漏
洩
」

従
業
員
の
健
康
診
断
結
果
が
漏
洩
し
た
場
合
な
ど

「
財
産
的
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
漏
洩
」

決
済
機
能
が
あ
る
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
の
漏
洩

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
の
漏
洩
し
た
場
合
な

ど
（
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
は
こ
れ
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
）

「
不
正
の
目
的
に
よ
る
お
そ
れ
が
あ
る
漏
洩
」

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
個
人
デ
ー
タ
が
漏
洩
し
た

場
合
な
ど

「
１
０
０
０
件
を
超
え
る
漏
洩
」

シ
ス
テ
ム
設
定
ミ
ス
に
よ
り
ネ
ッ
ト
上
で

１
０
０
０
人
以
上
の
個
人
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能

な
状
態
が
生
じ
た
場
合
な
ど

３　
漏
洩
報
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
？

　

ま
ず
は
速
報
、
そ
れ
か
ら
確
報
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

速
報
は
、
報
告
対
象
の
事
態
を
知
っ
て
か
ら
概
ね
３

～
５
日
以
内
に
そ
の
時
点
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
内

容
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
報
は
、
報
告
対
象
の
事
態
を
知
っ
て
か
ら
概
ね
30

日
以
内
（
不
正
の
目
的
に
よ
る
お
そ
れ
の
場
合
に
は
60

日
以
内
）
に
全
て
の
報
告
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
後
に

第
５

　

こ
こ
ま
で
個
人
情
報
保
護
法
の
内
容
解
説
、
そ
し
て

同
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
特
に
中
小
規
模
事
業

者
に
求
め
ら
れ
る
安
全
管
理
措
置
、
情
報
漏
洩
時
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

情
報
漏
洩
が
起
き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
の
で

事
業
者
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
顧
問
弁
護
士
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
安
全
管
理
措
置
に
努
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
終
焉
に
向
か
っ
て
い
る
ら
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
大
変
喜
ば
し
い
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の
侵

攻
が
収
ま
ら
ず
、
そ
の
影
響
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
出
て

い
る
。
こ
れ
も
早
く
収
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

来
週
13
日
か
ら
の
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
政
府

か
ら
方
針
が
出
た
。
原
則
と
し
て
マ
ス
ク
を
外
し
て
い

い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
5
月
8
日
に
は
2
類
か

ら
5
類
に
移
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
中
、
経
済
の
活
性

化
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
気
を
緩
め
る
こ
と
は

な
く
必
要
な
対
応
を
し
た
上
で
、
し
っ
か
り
と
経
済
を

回
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
協
会
の
新

年
度
の
各
種
行
事
や
講
習
に
つ
い
て
も
、
通
常
に
戻
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
般
の
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
北
東
部
地
震
で
は
、

皆
様
が
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
特
に
シ
リ
ア
は
大

変
だ
な
と
思
う
が
、
早
く
国
が
そ
う
い
う
方
た
ち
の
ケ

ア
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

本
日
は
審
議
事
項
が
多
く
あ
る
。
入
会
の
審
査
に
加

え
、
5
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
も
ご
審
議

い
た
だ
き
た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

そ
の
１　
正
会
員

　
　
　
　
株
式
会
社
サ
ニ
ー
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

そ
の
２　
正
会
員　

　
　
　
　
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
株
式
会
社
サ
ニ
ー
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、

平
成
24
年
に
建
設
会
社
の
株
式
会
社
久
保
工
の
子
会

社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
姉
妹
会
社
で
あ
る
株
式
会

社
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
既
に
当
協
会
の
会
員
と
な
っ

て
い
る
。
清
掃
業
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
お
り
、
東

京
都
へ
の
1
号
登
録
を
機
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を

目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、

株
式
会
社
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

そ
の
２　
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
は
、

平
成
2
年
に
設
立
さ
れ
、
清
掃
業
を
メ
イ
ン
に
、
警

備
業
や
樹
木
剪
定
・
伐
採
等
を
行
っ
て
い
る
会
社
で

あ
る
。
資
格
取
得
や
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
入
会

を
希
望
し
て
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
施
設
管

理
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

Photo:チューリップ

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第126回

理 事 会 報 告
令和５年度事業計画及び予算を承認
■日時　令和５年3月7日（火）午後2時55分～午後3時53分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事19名、監事3名

■審議事項
第１号議案　入会の承認について
　　その１　正会員　株式会社サニークリーンサービス
　　その２　正会員　ファーストビルサービス株式会社

第２号議案　継続入会の承認について
　　　　　　正会員　株式会社OSCクリンネス
第３号議案　令和５年度 事業計画について
第４号議案　令和５年度 予算について
第５号議案　令和５年度 資金調達及び設備投資の
　　　　　　見込みについて
第６号議案　第13回定時総会の招集について
第７号議案　委員会委員の追加選任について
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■第 126 回理事会

第
２
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

正
会
員　
株
式
会
社
Ｏ
Ｓ
Ｃ
ク
リ
ン
ネ
ス

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

株
式
会
社
Ｏ
Ｓ
Ｃ
ク
リ
ン
ネ
ス
は
、
ス
ー
パ
ー
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
子
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
昨
年

12
月
、
会
員
で
あ
っ
た
株
式
会
社
フ
ォ
ル
ム
の
会
社

分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
引
き
続
き
店
舗
清
掃
業

や
廃
棄
物
管
理
業
を
行
う
た
め
、
継
続
入
会
の
申
込

み
が
な
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　
令
和
５
年
度 

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

令
和
5
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
関
連
が
あ
る

第
４
号
議
案
令
和
５
年
度
予
算
、
第
５
号
議
案
令
和

５
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
と
と
も

に
一
括
し
て
提
案
を
受
け
た
後
、
個
別
に
採
決
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

新
規
事
業
や
拡
大
・
縮
小
し
た
事
業
、
終
了
し
た

事
業
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
事
業
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
説
明
す
る
。

1　
新
規
の
事
業

　

建
管
で
は
、
ワ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
を
標
榜
す
る
床
材

の
登
場
な
ど
、
近
年
の
床
材
の
多
様
化
を
受
け
、
新

た
な
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
初
心
者
の
た
め
の
洗
剤
基
礎
知
識
講
習

を
開
催
す
る
。

　

障
が
い
で
は
、『
よ
く
わ
か
る
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

技
能
検
定
3
級
指
導
者
向
け
ポ
イ
ン
ト
集
』
を
、
労

務
で
は
、
動
画
『
現
場
管
理
者
向
け
ロ
ー
プ
高
所
作

業
の
安
全
対
策
』
を
作
成
す
る
。

　

警
備
で
は
、
重
要
な
確
認
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

下
敷
き
を
作
成
。

　

保
全
で
は
、『
設
備
管
理
責
任
者
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』

と
『
ビ
ル
設
備
管
理
テ
キ
ス
ト
（
初
級
編
）』
を
、
い

ず
れ
も
2
か
年
か
け
て
改
訂
す
る
ほ
か
、
ビ
ル
遠
隔

監
視
に
よ
る
常
駐
設
備
員
の
省
力
化
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
等
を
行
う
。

2　
隔
年
開
催
の
事
業

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
は
開
催
年
で
あ

る
。

　

海
外
研
修
視
察
及
び
役
員
・
委
員
の
改
選
後
に
実

施
す
る
「
役
員
・
委
員
の
集
い
」
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も

数
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
は
、
今
年
は
開
催
年

で
は
な
い
。

3　
事
業
の
拡
大

　

建
管
で
は
、
専
門
講
習
、
洗
剤
の
基
礎
知
識
を
開

始
す
る
。

　

保
全
で
は
、
専
門
講
習
、
ビ
ル
の
電
気
設
備
、
ポ

ン
プ
の
基
礎
知
識
の
実
施
回
数
を
増
や
す
。

　

障
が
い
で
は
、
障
が
い
児
に
対
す
る
自
立
支
援
事

業
で
の
訪
問
回
数
の
増
を
、
ま
た
障
が
い
者
就
労
支

援
派
遣
事
業
で
は
、
派
遣
回
数
の
増
を
図
る
。

　

労
務
で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
の
回
数

を
拡
大
す
る
。

4　
事
業
の
縮
小

　

警
備
は
、
政
令
改
正
に
伴
う
受
講
生
の
減
少
を
受

け
、新
任
警
備
員
教
育
、現
任
警
備
員
基
本
教
育
講
習
、

現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
1
号
・
2
号
）
講
習
の

実
施
回
数
を
減
ら
す
。

5　
事
業
の
終
了

　

建
管
の
清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」
に
関
す
る
調

査
を
は
じ
め
、
調
査
研
究
が
終
了
し
た
り
印
刷
物
が

完
成
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
た
め
終
了
す
る
。

６　
そ
の
他

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
つ
い
て
は
、
毎
年

開
催
に
協
力
し
て
い
る
。

第
４
号
議
案　
令
和
５
年
度 

予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

今
回
よ
り
収
支
計
算
書
ベ
ー
ス
の
予
算
書
は
廃
止

し
、
定
時
総
会
や
東
京
都
へ
の
提
出
で
使
用
す
る
正

式
な
計
算
書
で
あ
る
正
味
財
産
増
減
計
算
書
ベ
ー
ス

に
一
本
化
し
た
。

第
４
号
議
案
―
１　
令
和
５
年
度
予
算

１　
経
常
利
益

　

会
費
収
益
は
4
年
度
予
算
と
お
お
む
ね
同
額
を
計

上
し
た
。
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収
益
等
そ
の
他
の
事
業
収
益
は
全
国
協
会
へ
の
貸

室
日
数
が
技
能
検
定
拡
大
の
た
め
増
加
、
会
議
室
収

益
は
５
３
９
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
経
常
収
益
計
は
2
億
９
７
７
０
万

円
、
4
年
度
予
算
比
は
マ
イ
ナ
ス
の
１
０
７
３
万
円

で
あ
る
。

２　
経
常
費
用

事
業
費

　

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

は
、
隔
年
開
催
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会

の
開
催
費
用
を
計
上
、
4
年
度
比
１
３
８
万
円
の
増

と
な
る
。

　

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に

関
す
る
事
業
費
は
、「
現
場
警
備
員
の
た
め
の
Ｑ
＆

Ａ
」
作
成
の
終
了
な
ど
の
た
め
、
4
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
１
４
２
万
円
と
な
る
。

　

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

費
は
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
作
成
終
了
の
た
め
、
4
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
１
４
４
万
円
と
な
る
。

　

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
費
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
事
業
が
令
和
6
年
度
開
催
に
向
け
て

開
催
準
備
費
用
の
み
計
上
、
２
３
６
２
万
円
の
減
と

な
り
、
4
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
の
２
２
９
４
万
円
と
な

る
。

　

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
で
は
、
海
外
研
修

視
察
に
つ
い
て
、
5
年
ぶ
り
の
実
施
に
向
け
て
予

算
計
上
し
た
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理
運

営
事
業
は
、
電
力
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
に
伴
い
、

５
６
２
万
円
の
増
と
な
っ
た
。
協
会
周
年
事
業
は
、

4
年
度
に
60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
・
終
了
し
、
5

年
度
は
計
上
し
て
い
な
い
。

管
理
費

　

給
料
手
当
、
福
利
厚
生
費
は
、
常
勤
の
設
備
保

全
専
任
講
師
の
採
用
に
よ
り
増
額
、
管
理
費
計
は
、

３
５
８
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
経
常
収
益
計
か
ら
経
常
費
用
計
を
差
し
引

い
た
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
マ

イ
ナ
ス
７
２
７
５
万
円
と
な
っ
た
。

第
４
号
議
案
―
３　

令
和
5
年
度
予
算
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内
訳
表

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
の
公
1
か

ら
公
4
の
欄
は
、
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス
、
す
な
わ
ち

公
益
事
業
に
係
る
収
入
よ
り
費
用
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
収
支
相
償
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

公
益
目
的
事
業
計
の
比
率
は
61
・
9
％
で
公
益
目

的
事
業
比
率
が
50
％
を
超
え
、
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。

　

遊
休
財
産
保
有
限
度
額
は
、
4
年
度
の
時
点
で
60

周
年
記
念
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
遊
休
財
産
額
が
低

く
な
る
た
め
、
5
年
度
の
遊
休
財
産
保
有
率
は
基
準

の
１
０
０
％
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

以
上
、
令
和
5
年
度
予
算
案
は
公
益
法
人
の
財
務

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

第
５
号
議
案　
令
和
５
年
度 
資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

本
件
は
都
へ
の
事
業
計
画
提
出
時
の
付
属
書
類
で

あ
り
、
令
和
5
年
度
予
算
と
は
別
に
議
決
す
る
よ
う

東
京
都
よ
り
指
導
さ
れ
て
い
る
。

１
．
資
金
調
達
の
見
込
み

　

融
資
等
を
受
け
る
必
要
の
な
い
健
全
な
財
政
状
態

で
あ
り
、
資
金
調
達
の
予
定
は
な
い
。

２
．
設
備
投
資
の
見
込
み

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
を
始
め
、
7
件
の
会
館

工
事
を
予
定
、計
３
５
３
０
万
円
と
な
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
更
新
工
事
は
、
令
和
5
年
度
に
1
基
、
令
和
6

年
度
に
1
基
の
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
6
年

度
も
同
程
度
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
7
件
の
う
ち
4
件
は
、
中
期
修
繕
計
画
に

お
け
る
令
和
5
年
度
予
定
工
事
で
は
な
い
が
、
内
装

や
設
備
等
の
消
耗
度
合
を
勘
案
し
、
工
事
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
助
言
を
受
け
て
、
令
和
5
年
度
に
実
施
す
る
。

第
６
号
議
案　
第
13
回
定
時
総
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

定
款
第
16
条
の
第
1
項
に
基
づ
き
、
令
和
5
年
6

月
2
日
（
金
）、
午
後
2
時
よ
り
、
第
13
回
定
時
総
会

を
招
集
す
る
。
審
議
事
項
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報

告
書
承
認
の
件
、
令
和
4
年
度
決
算
承
認
の
件
、
令

和
５
・
6
年
度
役
員
等
選
任
の
件
で
あ
る
。

　

開
催
の
方
法
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
5

月
8
日
以
降
は
5
類
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
会
場
出
席
者
に
マ
ス
ク
の
着
用
は
義
務
付
け
し

な
い
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
に
実
施
し
て
い
た
懇
親

会
に
つ
い
て
も
、
今
回
は
再
開
し
た
い
。
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第
７
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

任
期
は
い
ず
れ
も
令
和
5
年
3
月
1
日
か
ら
6
月

30
日
ま
で
と
な
る
。

１　
警
備
防
災
委
員
会

　

委
員
と
し
て
、
調
査
研
究
小
委
員
会
に
、
株
式
会

社
富
士
管
理
の
高
橋
茂
雄
氏
を
お
願
い
し
た
い
。
高

橋
氏
は
、
約
20
年
に
わ
た
る
警
備
業
務
の
経
験
を
生

か
し
、
平
成
28
年
か
ら
富
士
管
理
で
専
任
指
導
教
育

責
任
者
を
務
め
て
い
る
。

　

教
育
研
修
小
委
員
会
で
は
、
外
谷
地
友
幸
氏
及
び

間
彦
滋
夫
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
た
い
。
外
谷
地
氏

は
、
警
視
庁
に
42
年
間
勤
務
し
た
後
、
現
在
は
、
匠

大
塚
株
式
会
社
顧
問
と
し
て
研
修
を
担
当
し
て
い
る
。

間
彦
氏
は
、警
視
庁
に
38
年
間
勤
務
し
た
後
、現
在
は
、

グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ
プ
警
備
株
式
会
社
で
指
導
教
育
部
長

兼
指
導
教
育
担
当
を
務
め
て
い
る
。

２　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会

　

教
育
研
修
専
門
委
員
会
に
講
師
と
し
て
、
杉
原
範

彦
氏
を
お
願
い
し
た
い
。
杉
原
氏
は
、
現
在
、
東
京

都
立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
八
王
子
校
で
電

気
設
備
関
係
の
教
育
を
担
当
し
、
第
一
種
電
気
工
事

士
な
ど
の
資
格
も
有
し
て
い
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
第
53
回
実
態
調
査
報
告　
　
　

　

3
月
初
旬
に
『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
年
鑑

２
０
２
３
』
と
し
て
、
全
国
協
会
か
ら
会
員
あ
て
に

発
送
し
た
資
料
の
概
要
版
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
調
が
う
か
が
え
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
小
規
模
事
業
者
は
引
き
続
き
厳
し
い
現

況
に
あ
る
。
人
材
確
保
や
賃
金
上
昇
に
関
す
る
悩
み

ご
と
も
切
迫
感
を
増
し
て
お
り
、
引
き
続
き
現
状
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
の
回
収
率
は
、
前
回
調
査
か
ら
10
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
。
業
界
が
抱
え
る
課
題
な
ど
を

関
係
各
所
に
働
き
か
け
る
に
は
、
根
拠
資
料
と
し
て

よ
り
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
今
年
9

月
に
は
第
54
回
の
調
査
を
実
施
す
る
の
で
、
回
答
に

協
力
を
願
い
た
い
。

イ　
2
0
2
3
年
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟

に
対
す
る
要
望
書
の
回
答

　

全
国
協
会
と
全
国
ビ
ル
政
連
が
昨
年
提
出
し
た
要

望
に
つ
い
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
の
橋

本
聖
子
会
長
名
義
で
回
答
が
届
い
た
。
東
京
協
会
の

要
望
と
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
ア
）
年
度
途
中
で
の
契
約
金
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
11
月
30
日
付
で
厚
生
労
働
省
及
び
総
務
省
か

ら
各
官
公
庁
宛
て
に
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。

（
イ
）
障
害
者
雇
用
へ
の
支
援
策

　

省
庁
統
一
審
査
資
格
項
目
に
障
害
者
雇
用
率
を
新

設
す
る
こ
と
に
関
す
る
要
望
で
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
競
争
参
加
資
格
と
し
て
考
慮
す
る
項
目
に

追
加
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答
を
得
た
。

（
ウ
）
環
境
配
慮
契
約
法
と
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
定
に
つ
い
て

　

基
本
方
針
の
改
定
に
向
け
手
続
き
を
進
め
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
去
る
2
月
24
日

の
閣
議
決
定
に
よ
り
「
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し

た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
が
変
更
さ
れ

た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、「
建
築
物
の
維
持
管
理
に
係

る
契
約
」の
中
に「
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
等
を
活
用
し
」

「
運
用
改
善
を
実
施
事
業
者
に
求
め
る
も
の
と
す
る
」

と
い
う
文
言
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
法

の
対
象
と
な
る
施
設
で
は
、契
約
の
際
に
エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
等
の
活
用
に
よ
る
改
善
を
事
業
者
に
求
め
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

⑵　
委
員
会
報
告　
　
　

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

（
ア
）
第
57
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
の
案
内
と
対
象

従
業
員
推
薦
の
お
願
い

　

式
典
開
催
日
は
6
月
19
日
（
月
）、
会
場
は
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ホ
ー
ル
Ｃ
で
あ
る
。



20作業前、必ず確認、危険個所

　

各
社
か
ら
5
名
を
限
度
に
推
薦
を
受
け
付
け
る
が
、

推
薦
方
法
に
つ
い
て
は
今
回
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
推
薦

に
変
更
さ
れ
た
。
推
薦
締
切
日
は
4
月
7
日
で
あ
る
。

（
イ
）
令
和
５
年 

新
年
賀
詞
交
歓
会
の
実
施
報
告

　

1
月
16
日
に
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に

て
開
催
し
た
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
結
果
数
字
が
ま
と

ま
っ
た
。

　

感
染
対
策
か
ら
各
社
最
大
2
名
ま
で
の
参
加
と
し
た

ほ
か
、
来
賓
に
つ
い
て
大
き
く
絞
っ
た
た
め
、
入
場
者

数
は
１
９
５
名
と
、
例
年
の
6
割
程
度
で
あ
っ
た
。
同

様
に
、
従
来
の
立
食
式
か
ら
着
席
式
の
フ
ル
コ
ー
ス
へ

と
変
更
し
た
。

　

収
支
だ
が
、
会
費
は
1
名
1
万
円
と
し
て
お
り
、
収

入
は
１
７
８
万
円
、
支
出
は
３
３
３
万
９
０
０
０
円
、

収
支
差
額
は
１
５
５
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
た
。
収

入
は
落
ち
込
ん
だ
が
、
収
支
差
額
は
予
算
と
比
べ
大

き
く
減
少
し
た
。
こ
の
額
を
当
協
会
と
政
治
連
盟
に

て
2
対
1
の
割
合
で
負
担
し
て
お
り
、
協
会
負
担
は

１
０
３
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

3
月
27
日
、「
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
引
き
上

げ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
4
月
1
日
か
ら
、
月
に
60
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
も
割
増
賃
金
率
が

大
企
業
と
同
じ
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
委
員
会
で

は
、
正
し
い
計
算
方
法
や
間
違
え
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
解
説
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
、
こ
れ
を

ベ
ー
ス
と
し
て
森
井
理
事
に
講
演
い
た
だ
く
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
副
会
長

第
97
回
ビ
ル
メ
ン
野
球
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

当
事
業
は
今
回
で
97
回
目
を
数
え
る
伝
統
あ
る
事

業
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た

め
、
過
去
3
年
間
大
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

チ
ー
ム
を
擁
す
る
会
員
企
業
で
は
こ
の
間
、
活
動

の
停
止
も
し
く
は
大
幅
な
活
動
制
限
を
し
て
お
り
、

企
業
チ
ー
ム
と
し
て
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
第
5
類
に
移
行
す
る
こ
と

を
受
け
、
今
回
開
催
す
る
。

エ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

（
ア
）
洗
剤
容
器
用
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
シ
ー
ル
の
製
作

　

清
掃
現
場
で
は
、
洗
剤
を
キ
ャ
ニ
オ
ン
ス
プ
レ
ー

な
ど
の
別
容
器
に
移
し
替
え
て
使
用
し
て
い
る
が
、

誤
っ
て
別
の
洗
剤
を
補
充
し
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
た

事
例
が
あ
る
た
め
、
液
性
を
色
分
け
に
よ
り
区
別
で

き
る
シ
ー
ル
を
作
成
し
た
。
洗
剤
名
や
希
釈
倍
率
な

ど
を
書
き
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、本
シ
ー
ル
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
デ
ー

タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
販
の
ラ

ベ
ル
シ
ー
ル
に
各
社
が
追
加
で
印
刷
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

（
イ
）
『
ビ
ル
清
掃
の
基
本
と
実
務 
総
合
テ
キ
ス

ト
』
改
訂
版
の
作
成

　

1
月
に
『
ビ
ル
清
掃
の
基
本
と
実
務　

総
合
テ
キ

ス
ト
』
の
改
訂
版
を
発
行
し
た
。
本
冊
子
は
、
清
掃

現
場
の
責
任
者
ク
ラ
ス
の
方
向
け
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
講
習
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
関
係
法
令
の
追
加
に
加
え
、
画

像
な
ど
も
最
新
の
も
の
に
差
し
替
え
た
。

オ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
委
員
長

（
ア
）
電
気
設
備
と
給
排
水
設
備
の
維
持
管
理
と
事

故
事
例
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

3
月
29
日
に
「
電
気
設
備
と
給
排
水
設
備
の
維
持

管
理
と
事
故
事
例
に
学
ぶ
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

今
回
は
、
3
月
発
行
予
定
の
新
刊
テ
キ
ス
ト
『
知
っ

て
お
き
た
い
建
物
設
備
の
知
識
』
に
掲
載
し
て
い
る

設
備
の
中
か
ら
電
気
設
備
と
排
水
設
備
に
焦
点
を
当

て
、
関
東
電
気
保
安
協
会
様
と
東
京
都
下
水
道
局
様

に
各
設
備
の
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
事
故
事
例
等

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
企
業
に
求
め
ら
れ
る
Ｂ
Ｃ
（
事
業

継
続
）
へ
の
取
り
組
み
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

2
月
6
日
に
「
ビ
ル
メ
ン
企
業
に
求
め
ら
れ
る
Ｂ

Ｃ
（
事
業
継
続
）
へ
の
取
り
組
み
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
防
災
教
育
の
専
門
家
か

ら
実
効
性
の
あ
る
事
業
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
し

く
説
明
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
31
名
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
災
害
現
場
で
の
知
識
の
あ
る
方
か
ら
の
講

演
で
勉
強
に
な
っ
た
」、
あ
る
い
は
「
新
た
な
視
点
で

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
、
9
割
の
方
が

役
に
立
っ
た
と
回
答
し
た
。

（
ウ
）
『
設
備
管
理
責
任
者
の
た
め
の
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
』
改
訂
版
の
作
成
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昨
年
12
月
、『
設
備
管
理
責
任
者
の
た
め
の
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
の
改
訂
版
を
発
行
し
た
。
今
回
の
改
訂

で
は
、
内
容
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
た

な
項
目
と
し
て
「
責
任
者
の
引
継
ぎ
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
追
加
し
て
い
る
。
現
場
責
任
者
の
心
得
か
ら
、
責

任
者
が
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
ま
で
、

設
備
管
理
責
任
者
の
知
識
向
上
に
役
立
つ
内
容
を
幅

広
く
解
説
し
て
い
る
。

カ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

第
21
回
東
京
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
協
力
報
告

　

2
月
18
日
に
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
東
京
支
部
主
催
の
「
第
21
回
東
京

障
害
者
技
能
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京
協

会
は
こ
の
大
会
に
協
賛
し
、
検
定
委
員
・
補
佐
員
を

派
遣
、
開
催
に
協
力
し
た
。
会
員
企
業
で
は
、
太
平

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
京
支
店
、
澤
井
翔
さ
ん

が
金
賞
、
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
東
京
本
部
、
木

村
優
基
さ
ん
が
努
力
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
澤
井
さ
ん

は
、
11
月
17
日
か
ら
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
第
43
全

国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
に
東
京
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
る
。

⑶　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
１
・
２
月
）

１
月
4
日	

会
長
年
頭
挨
拶
、
全
国
協
会
会
長

年
頭
挨
拶

１
月
11
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

１
月
16
日	

三
役
会
、
第
1
2
5
回
理
事
会
、

新
年
賀
詞
交
歓
会　

１
月
18
日	

全
国
協
会
都
道
府
県
協
会
会
長
会

議
及
び
新
年
賀
詞
交
歓
会

２
月
７
日	

三
役
会

２
月
８
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

イ　
今
後
の
予
定

４
月
４
日	

三
役
会
、
第
１
２
７
回
理
事
会

５
月
９
日	

三
役
会
、
第
１
２
８
回
理
事
会

６
月
２
日	

第
13
回
定
時
総
会
、
臨
時
理
事
会

６
月
13
日	

三
役
会
、
第
１
２
９
回
理
事
会

６
月
19
日	

優
良
従
業
員
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

７
月
４
日	

三
役
会
、
第
１
３
０
回
理
事
会
、

役
員
・
委
員
の
集
い
、
新
旧
役
員

懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

７
月
27
日	

全
国
協
会
定
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
69
社

エ　
当
協
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
変
更

　

政
府
が
3
月
13
日
か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
原
則

と
し
て
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
方
針
を
打
ち

出
し
た
こ
と
を
受
け
、
当
協
会
で
も
、
受
講
生
に
対

し
て
求
め
て
き
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
体
調
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
提
出
に
つ
い
て
同
日
付
で
廃
止
し
、
マ
ス

ク
に
つ
い
て
は
本
人
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
と
す
る
。

役
員
、
委
員
、
職
員
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
同

様
と
す
る
。

　

検
温
の
実
施
や
手
指
消
毒
な
ど
に
つ
い
て
は
、
5

月
8
日
に
廃
止
す
る
予
定
。

オ　
令
和
５
年
度 

講
習
会
の
案
内
冊
子

　

標
記
資
料
が
完
成
し
た
の
で
配
付
す
る
。

⑷　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
令
和
５
・
６
年
度 

東
京
協
会
役
員
・
全
国
協
会
代

議
員
立
候
補
書
類
の
交
付

　

令
和
5
・
6
年
度
東
京
協
会
の
役
員
選
任
、
全
国

協
会
代
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
4
月
4
日
に
告

示
す
る
が
、
立
候
補
書
類
は
本
日
交
付
を
開
始
し
た
。

次
期
役
員
・
代
議
員
と
し
て
立
候
補
を
ご
検
討
い
た

だ
け
る
方
は
、
理
事
会
終
了
後
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
た
い
。
後
日
こ
ち
ら
か
ら
郵
送
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
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第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

１-

１-

１　
実
態
調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

次
の
実
態
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●
新
た
な
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
調
査　

新
規

　

床
材
の
進
化
に
伴
い
、
清
掃
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
に
も
変
化
が
生
じ
て

き
た
た
め
、
適
正
な
清
掃
方
法
や
頻
度
等
、
日
常
清
掃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を

調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

●
注
射
針
の
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
た
外
国
語
版
掲
示
物
の
作
成　

継
続

　

過
年
度
に
注
射
針
の
不
法
投
棄
及
び
清
掃
現
場
で
の
針
刺
し
事
故
防
止
を
目
的

と
し
て
掲
示
物
を
作
成
し
た
が
、
今
後
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
見
込
み
、
外
国

語
版
を
作
成
す
る
。

第
1
2
6
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

１-

２-

１  

研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

清
掃
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
や
人
材
育
成
及
び
新
し
い
清
掃
技
法
や
資
機
材

紹
介
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。

●
従
事
者
研
修

　

ア　

清
掃
作
業
従
事
者
研
修　

Ａ
コ
ー
ス
（
認
定
職
業
訓
練　

１
回
12
時
間
）

	

年
６
回

　

イ　

清
掃
作
業
従
事
者
研
修　

Ｂ
コ
ー
ス
（
１
回
７
時
間
）	

年
２
回

１-

２-

２  

参
考
書
籍
・
研
修
教
科
書
の
作
成

　

次
の
テ
キ
ス
ト
作
成
等
を
行
う
。

●
『
よ
く
わ
か
る
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
３
級
指
導
者
向
け
ポ
イ
ン
ト
集

（
仮
）』
を
作
成
す
る
。
新
規　
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

●
動
画
『
現
場
管
理
者
向
け
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
安
全
対
策
（
仮
）』
を
作
成
す
る
。

 

新
規　
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

２-

１-

１  

実
態
調
査
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
・
防
災
業
務
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

　

警
備
・
防
災
業
務
に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
、
業
界
従
事
者
の
労
働
環
境
等
に

つ
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、｢

警
備
業
務
に
関
す
る
実
態
調
査｣

を
実
施
す
る
。

（
２
カ
年
で
実
施
）

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

２-
２-

１　
講
習
会
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
員
の
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
法
改
正
に
伴
う
教
育
時
間
の
減
少
や
各
社
の
社
内
教
育
化
な
ど
受
講
者

の
継
続
的
な
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、開
催
回
数
を
「
新
任
警
備
員
教
育
」
は
１
回
、

「
現
任
警
備
員
教
育
」
の
う
ち
「
基
本
教
育
」
は
1
回
、「
業
務
別
教
育
（
１
号
）」

は
２
回
、「
業
務
別
教
育
（
２
号
）」
は
１
回
減
ら
す
。

令
和
５
年
度 

事
業
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
令
和
５
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
６
年
3
月
31
日
ま
で
）

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
う
ち
、
新
規
項
目
や
重
点
項
目
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。

事
業
計
画
の
詳
細
は
、当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
協
会
情
報
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
項
目
に
記
載
し
て
い
る
「
１
―
１
―
１
」
等
の
番
号
は
25
ペ
ー
ジ
の
マ
ト

リ
ク
ス
表
に
則
し
た
事
業
区
分
及
び
事
業
項
目
を
示
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
他
、
警
備
・
防
災
業
務
に
関
係
す
る
情
報
を
周
知
す
る
た
め
、
警
視
庁
や

東
京
消
防
庁
、
専
門
団
体
等
か
ら
講
師
を
招
き
、
会
員
ニ
ー
ズ
や
業
界
動
向
を
踏

ま
え
た
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

併
せ
て
講
習
会
等
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講

師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

●
新
任
警
備
員
教
育
（
認
定
職
業
訓
練　

1
回
21
時
間
）	

縮
小　

年
20
回

●
現
任
警
備
員
基
本
教
育
講
習
（
１
回
４
時
間
）	

縮
小　

年
18
回

●
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
１
号
）
講
習
（
１
回
6
時
間
）	

縮
小　

年
18
回

●
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
２
号
）
講
習
（
１
回
6
時
間
）	

縮
小　

年
４
回

●
専
門
講
習	

年
６
回

２-

２-

２　
参
考
書
籍
・
研
修
教
科
書
の
作
成
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　
『
警
備
防
災
業
務
の
た
め
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
下
敷
き
（
仮
）』
を
作
成
す
る
。
新
規

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

３-

１-

１  

調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

次
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
調
査
研
究　

新
規

　

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
導
入
す
る
事
業
所
が
、
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
各
製
品
の
性
能
評
価
及
び
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

●
ビ
ル
遠
隔
監
視
に
よ
る
常
駐
設
備
員
の
省
力
化
に
つ
い
て
の
調
査
研
究　

新
規

　

人
材
不
足
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
，
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
監
視
に
よ
る
省
人
化
、
省
力
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

３-

２-

１  

研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

設
備
員
の
技
能
向
上
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
次
の
講
習
会
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
円
滑
な
講
習
会
運
営
の
た
め
、
研
修
動
画
の
作
成
、
講
習
会
等
に
お
い

て
必
要
と
な
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

●
設
備
管
理
の
基
礎	

新
人
教
育
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
５
日
間
）	

年
２
回

●
法
定
講
習
・
電
気
取
扱
者
安
全
衛
生
特
別
教
育	

年
５
回

●
専
門
講
習　

拡
大	

年
34
回

３-

２-

２　
保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

新
し
い
知
識
を
ビ
ル
設
備
管
理
業
務
に
活
か
す
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

	

年
２
回

３-

２-

３  

参
考
書
籍
・
講
習
会
資
料
の
作
成
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

次
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

●
『
設
備
管
理
責
任
者
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』
の
改
訂
（
2
か
年
で
実
施
）　

新
規

●
『
設
備
図
面
の
読
み
方
』
の
増
刷　

新
規

●
『
ビ
ル
設
備
管
理
テ
キ
ス
ト
（
初
級
編
）』
の
改
訂
（
2
か
年
で
実
施
）　

新
規

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

４-

２-

１　
労
働
安
全
研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
向
上
の
た
め
に
、
各
種
講
習
会
を
実

施
す
る
。

●
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
講
習	

年
４
回

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習	

拡
大　

年
３
回

●
安
全
管
理
者
選
任
時
講
習	

年
１
回

●
衛
生
管
理
者
試
験
対
策
講
習	

年
１
回

【
３　
育
成
の
事
業
】

４-

３-

３　
社
会
貢
献
事
業
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

　

次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
〉

●
清
掃
現
場
体
験
指
導
（
企
業
で
の
清
掃
作
業
現
場
体
験
）
の
実
施

　

都
内
特
別
支
援
学
校
生
徒
等
に
実
際
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
現
場
を
体
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
清
掃
現
場
体
験
指
導
（
企
業
で
の
清
掃
作
業
現
場
体
験
）
を
実
施

す
る
。	

年
15
回

●
障
が
い
児
（
者
）
に
対
す
る
自
立
支
援
事
業

令和５年度  事業計画
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【
４　
普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業
】

４-

４-

５　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
開
催

〈
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
〉　
隔
年

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
社
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
隔
年
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
。
次
回
の
開
催
に
向
け
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

広
報
活
動
等
を
実
施
す
る
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
〈
共
益
事
業
・
収
益
事
業
〉

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

５-

１-

１　
海
外
研
修
視
察
の
実
施
〈
総
務
委
員
会
〉　
隔
年

　

欧
州
・
北
米
等
に
お
け
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
実
態
視
察
を
目
的
と
し
て
参
加

を
募
り
、
海
外
研
修
視
察
を
実
施
す
る
。
隔
年
事
業
で
あ
る
が
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
延
期
し
て
き
た
も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
も
収
束
し
て
き

た
こ
と
に
鑑
み
、
今
年
度
は
計
画
す
る
。

５-

１-

３　
要
望
活
動
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全
な
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
育
成
を
図
る
観
点

か
ら
、
東
京
都
等
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

【
５　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
】

５-

５-

１　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
の
実
施
〈
厚
生
委
員
会
〉

　

会
員
従
業
員
の
健
全
な
心
身
の
鍛
練
に
資
し
、
相
互
の
同
好
者
に
よ
り
親
睦
を

図
る
た
め
に
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
。

●
野
球
大
会	

年
１
回

●
ゴ
ル
フ
大
会	

年
２
回

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

年
１
回

●
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待	

年
４
回

●
都
立
動
物
園
等
招
待	

年
１
回

●
観
劇
観
覧
補
助	

年
１
回

●
日
帰
り
バ
ス
旅
行	

新
規　

年
１
回

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
通
し
て
生
徒
・
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

都
内
各
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
指
導
研
修
等
を
実
施

す
る
。	

拡
大　

年
60
回

●
研
修
・
講
習
会
の
実
施

　

障
が
い
者
の
清
掃
技
能
の
向
上
の
た
め
、
次
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

併
せ
て
講
習
会
等
で
使
用
す
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講
師
の
育
成
等

も
実
施
す
る
。

　

ア　

障
が
い
者
清
掃
作
業
指
導
員
コ
ー
ス
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
12
時
間
）

　

イ　

よ
く
わ
か
る
清
掃
講
習	

年
４
回

●
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

障
が
い
者
雇
用
に
対
す
る
企
業
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

す
る
。	

年
１
回

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
受
託
派
遣
事
業
等
〉

　

東
京
都
教
育
庁
主
催
の
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
清
掃
技

能
検
定
へ
の
協
力

　

東
京
都
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
清
掃
技
能
検
定
・
教
員
研
修
等
に
委
員
を
派
遣

す
る
。	

拡
大　

	

年
18
回

４-

３-

４　
品
質
改
善
事
業
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
お
け
る
品
質
管
理
の
徹
底
と
品
質
改
善
活
動
の
意

欲
向
上
を
図
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

●
品
質
管
理
に
関
す
る
各
種
講
習
会

●
品
質
改
善
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
勉
強
会
）

●
そ
の
他
普
及
啓
発
活
動

４-

３-

５　
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
事
業
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
、
関
係
情
報
の
提
供
等
を
図
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

●
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催	

年
１
回

●
労
働
災
害
・
無
災
害
企
業
の
募
集
及
び
表
彰	

年
１
回

●
労
働
安
全
衛
生
標
語
の
募
集
及
び
表
彰	

年
１
回

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
の
募
集
及
び
表
彰	

年
１
回

●
労
働
安
全
講
師
の
派
遣	

年
10
回
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令和５年度  事業計画

■公益目的事業等区分と定款第4条による各事業項目

第１
建築物の
環境衛生の向上に
関する事業

第２
犯罪の防止 ･治安
の維持、災害の
防止に関する事業

第３
建築設備機器の
事故の防止に
関する事業

第４
普及啓発・活用の
事業

第５
収益等その他の事業

（公１） （公２） （公３） （公４） （共益・収益事業）

１　
調
査
及
び

　
　
研
究
の
事
業

①実態調査研究 ①実態調査
②見学会

①調査研究
②見学会
③他地区協会情報
　交換会

①海外研修視察
②公的助成金等周知
③要望活動

２　

�

教
育
及
び

　
　
訓
練
の
事
業

①研修 ･講習会
②参考書籍・研修
　教科書の作成

①講習会
②参考書籍・研修
　教科書の作成
③法改正 ･関係
　資料送付

①研修・講習会
②保全セミナー
③参考書籍・
　講習会資料の
　作成

①労働安全研修 ･
　講習会

①労務関係講習
②労務参考図書作成
③経営研究セミナー
④法改正 ･関係資料
　送付

３　

�

育
成
の
事
業

①相談事業
②採用等支援事業
③社会貢献事業
④品質改善事業
⑤労働安全衛生
　推進事業

①賃金・契約改定状況
周知
②業界概括調査

４　

�
普
及
啓
発
と

　
　
活
用
の
事
業

①広報誌発行
②業界 ･協会 PR活動
③協会ホームページ
　充実
④こども絵画コンクール
⑤ビルメンテナンスフェア
　TOKYOの開催

①各種広報

５　

�

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

①関係行政機関等
連絡
②法改正 ･ 関係資
料送付
③専門委員派遣

①関関係行政機関
等連絡
②専門委員派遣

①専門委員派遣 ①文化スポーツ親睦
　事業
②防災対策
③ビルメンテナンス
　会館管理運営事業
④広聴活動
⑤新年賀詞交歓会
⑥表彰事業
⑦役員 ･委員の集い
⑧福利厚生事業
⑨名簿等作成
⑩役員候補審査事項
⑪協会周年事業

公益等�
区分

定款
第4条
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令和５年度  事業計画

科　　目 令和５年度
予算額

令和４年度
予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部

（1）経常収益
　　会費収益 176,052,000 174,240,000 1,812,000
　　入会金収益 1,540,000 1,540,000 0
　　事業収益
　　　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業収益 9,454,000 9,756,000 △ 302,000
　　　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業収益 11,455,000 12,264,000 △ 809,000
　　　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業収益 16,299,000 17,921,000 △ 1,622,000
　　　　④普及啓発・活用の事業収益 5,787,000 22,401,000 △ 16,614,000
　　　　⑤収益等その他の事業収益 77,012,000 70,159,000 6,853,000
　　雑収益 110,000 162,000 △ 52,000
　　経常収益　計 297,709,000 308,443,000 △ 10,734,000

（2）　経常費用
　　事業費
　　　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業費 18,025,000 16,642,000 1,383,000
　　　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業費 10,142,000 11,567,000 △ 1,425,000
　　　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業費 17,507,000 18,947,000 △ 1,440,000
　　　　④普及啓発・活用の事業費 44,323,000 67,271,000 △ 22,948,000
　　　　⑤収益等その他の事業費 113,716,000 128,331,000 △ 14,615,000
　　管理費 166,751,993 163,170,327 3,581,666
　　経常費用　計 370,464,993 405,928,327 △ 35,463,334
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 72,755,993 △ 97,485,327 24,729,334
２　経常外増減の部

（1）経常外収益 0 0 0
（2）経常外費用（租税公課） 4,750,000 5,000,000 △ 250,000

収益事業収益振替後当期一般正味財産増減額 △ 77,505,993 △ 102,485,327 24,979,334
一般正味財産期首残高 1,004,956,348 1,016,638,615 △ 11,682,267
一般正味財産期末残高 927,450,355 914,153,288 13,297,067
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 927,450,355 914,153,288 13,297,067

令和５年度予算（正味財産増減計算書ベース）
令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

単位　円



27 ひとりでは気付かぬ危険の落とし穴　皆で出し合う危険予知。

社
会
の
主
な

出
来
事

2
・
15	

自
動
車
大
手
８
社
の
労
働
組
合
が
過

去
20
年
で
最
高
水
準
の
賃
上
げ
要
求

2
・
16	

東
京
23
区
に
あ
る
大
学
の
定
員
規
制

を
２
０
２
４
年
度
に
も
緩
和

2
・
17	

日
本
の
新
型
主
力
機
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

１
号
機
が
打
ち
上
が
ら
ず

2
・
18	

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

2
・
19	

日
韓
の
外
相
が
会
談
し
北
朝
鮮
ミ
サ

イ
ル
を
非
難

2
・
20	

漫
画
家	

松
本
零
士
さ
ん
死
去
（
85

歳
）

2
・
21	

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

首
都
キ
ー
ウ
を
電
撃
訪
問

2
・
22	

上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ
「
シ
ャ
ン
シ

ャ
ン
」
が
中
国
へ
返
還

2
・
23	

天
皇
誕
生
日　

即
位
後
初
め
て
の
一

般
参
賀

2
・
24	

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か

ら
１
年
経
過

2
・
25	

北
海
道
・
根
室
で
震
度
5
弱
の
地
震

2
・
26	

堤
大
介
監
督
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｉ
～
神
々
山

の
お
な
り
」
が
ア
ニ
ー
賞
を
受
賞

2
・
27	
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
が
宇
宙

飛
行
士
候
補
者
2
名
決
定

2
・
28	

２
０
２
２
年
の
出
生
数
が
統
計
開
始

以
来
初
の
80
万
人
割
れ

3
・
1	

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
日
本
来
航
が
約

３
年
ぶ
り
に
再
開

3
・
2	

動
画
投
稿
ア
プ
リ
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
が

18
歳
未
満
に
利
用
制
限

3
・
3	

車
い
す
テ
ニ
ス
男
子
の
国
枝
慎
吾
さ

ん
に
国
民
栄
誉
賞
決
定

3
・
4	

脱
炭
素
を
目
指
す
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）

初
の
閣
僚
会
合
が
都
内
で
開
催

3
・
5	

東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
前
の
同
規
模
で
開
催

3
・
6	

韓
国
政
府
が
元
徴
用
工
訴
訟
問
題
の

解
決
策
を
正
式
発
表

3
・
7	

日
本
の
新
型
主
力
機
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

１
号
機
が
２
段
目
エ
ン
ジ
ン
が
点
火

せ
ず
失
敗

3
・
8	

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
が
3
年
ぶ
り
に
日
本
へ
入
港

3
・
9	

文
部
科
学
省
が
特
別
支
援
学
校
と
小

中
高
校
を
一
体
的
に
運
営
す
る
モ
デ

ル
校
を
創
設
す
る
方
針	

3
・
10	

次
期
日
銀
総
裁
に
経
済
学
者
の
植
田

和
男
氏
が
正
式
決
定

3
・
11	

米
中
堅
銀
行
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ

ン
ク
が
経
営
破
綻

3
・
12	

第
5
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
（W

BC

）
で
日
本

が
4
連
勝
で
準
々
決
勝
進
出

3
・
13	

マ
ス
ク
着
用
の
「
個
人
の
判
断
」
が

始
ま
る

第45回 海外研修視察のご案内
　当協会の海外研修視察は、コロナ禍により開催を中止して参りましたが、世界的に収束に向かっていること
から、令和5年度は開催することといたしました。
　例年は、欧米を中心に視察してきましたが、今回は初めて南半球に位置するオーストラリア（シドニー）を
訪問し、商業ビルやオリンピックスタジアム等の視察のほか、周辺地域の文化･歴史の見聞を予定しておりま
す。各社、研修や福利厚生の一環としてご活用くださいますようにお願い申し上げます。
　なお、詳細なご案内パンフレットや募集要項は、６月上旬の発送を予定しております。

＜問い合わせ＞ 　（公社）東京ビルメンテナンス協会　担当：内山、森
　　　　　　　　　TEL：03-3805-7555 　Email: n.uchiyama@tokyo-bm.or.jp

１　視  察  先：オーストラリア（シドニー）
２　日　　程： 令和5年10月27日（金）～11月１日（水）　４泊６日
３　募集開始：６月上旬
４　申込期間：６月上旬～８月末
５　費　　用： 約50万円（燃油サーチャージ、消費税込み）　
６　ご出発までの案内・予定

● ６月上旬　パンフレット、旅程、お申し込み等のご案内（協会ホームページにも掲載します。）
●  8 月末　　参加申込みの締切
● 10月上旬　事前に渡航説明会

   令和５年度



28「目配り」「気配り」「声かけ」で「危険」の虫も逃げて行く

文：相談員　技術士　坂　康夫

なんでも
　  相 談
コーナー

●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

相談員のご紹介（五十音順）
経営等に関するさまざまな

相談を受け付けております。
e-mail : pr@tokyo-bm.or.jp まで

　“品質管理 ”の定義は、「顧客が満足する製品や
サービスを適切な価格で、タイミングよく提供す
るための活動」（日本品質管理学会）とあります。
　この定義から品質管理には二つの目的があり、
一つは「顧客が満足する製品やサービスを提供す
る活動」で、この価値の提供により対価をいただ
き売上の増大につなげます。もう一つが「適切な
価格で提供する活動」で、これにより利益の増大
につなげます。これらは企業活動の目的に合致し
ており、「品質管理活動は企業活動そのものであ
る」ことが理解できます。
　従って、品質管理活動は余分な活動ではなく、
日頃の仕事そのものであることが分かります。
　しかし、一部の企業から「わが社は品質管理を
やっていない」という話を聞くことがあります。
そこで筆者は、「なぜ、品質管理をやるのか？」
の問いに対して、品質管理活動は結果として「もっ
と儲けることができる！」と申し上げたいのです。
　儲けるとは利益の増大であり、「利益＝売上―
原価」の等式で表すことができ、品質管理は次の
目標達成を可能にできるのです。

　一つが、「売上げを増やせる」ことです。
　品質は提供されたサービスに対するお客様の評
価であり、お客様のサービスを選ぶ基準は顧客価
値です。顧客価値が高いと競争力優位が得られま
す。

　お客様の期待・ニーズにマッチしたサービスを
提供することが売上につながるのです。

　もう一つが、「品質総コストが削減できる」こ
とです。
　品質管理をやるとコストや手間が余計にかかる
と言いますが、やらなければ、もっとコストがか
かることになるのです。
　品質コストは、「品質総コスト＝予防コスト＋
評価コスト＋失敗コスト」の等式で表すことがで
きます。
●予防コスト：�管理・改善、教育等による
　（評価コスト、失敗コスト）を予防する費用
●評価コスト：�インスペクション、評価、
　監査等による品質を評価する費用�
●失敗コスト：�クレーム、トラブル、
　事故の処置等に対し対応する費用

　予防コスト（品質管理）に適切な投資をするこ
とで、（評価コスト、失敗コスト）が削減でき、トー
タルの品質総コストを劇的に削減できることにな
るのです。
　「もっと儲けるには…」
　品質管理を正しく理解し、実践されることをお
すすめします。

「もっと儲けるには…」



29 毎日変わる危険個所　一人ひとりが責任者、基本動作で安全作業

（掲載料無料）

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲

製品情報募集
（掲載料無料）

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

株式会社金星　Tel 03-3511-8441　URL:https://www.kinboshi-inc.co. jp

出退勤情報の記録・集計の自動化と、
スケジュールの作成・管理の簡略化により、
人的ミスの防止とコスト削減を実現。
打刻方法は、スマートフォン・電話・IC カードの
3 通りから、自由な組み合わせが可能です。
打刻漏れや不正な打刻は、システムが自動で
アラート発報する為、1人現場でも容易に状況把握
ができ、適切な対応を取ることが出来ます。

出退勤管理業務の
業務効率化＆リスク軽減

勤務地ごとのスケジュール
勤務地ごとにスケジュールを一覧で作
成。勤務時間や出勤予定人数を調整し
ながら、月別に出退勤を管理。

出退勤打刻の自動記録
出退勤打刻をリアルタイムで記録・集
計。任意の期間のデータを出力し、市
販の給与システムとも連携可能。

（※別途要費用）

多彩なアラート機能
打刻ミスを自動検知し、アラートを発
報。スマホからの打刻は、GPS 機能
で勤務地外からの不正な打刻も検知。

クラウド型出退勤管理システム

スマホ画面イメージ

メールでのお問い合わせ先　　　　ema_support@kinboshi-inc.co.jp

Hu-EMA
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

ご
案
内
済
み
一
覧

告  知  板 赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※３月10日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。

2
月
20
日

【 

協
　
会 

】

	

●	

令
和
5
年
度
講
習
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

	

●	

セ
ミ
ナ
ー

　

		（
１
）	

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

		（
２
）	

電
気
設
備
と
給
排
水
設
備
の
維
持
管
理
と
事
故
事
例
に
学
ぶ

	

●	

書
籍
の
お
知
ら
せ

　

		（
１
）
新
刊
：
現
場
警
備
員
の
た
め
の	

Q	

&	

A

　

		（
２
）
改
訂
：
設
備
管
理
者
の
た
め
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
　
　
　
　

：
ビ
ル
清
掃
の
基
本
と
実
務	

総
合
テ
キ
ス
ト

【 

そ
の
他
団
体
よ
り 

】

	

●	

フ
ロ
ン
漏
え
い
点
検
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

		（
一
社
）
日
本
冷
凍
空
調
設
備
工
業
連
合
会

　

		（
一
社
）
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会

　

		（
一
財
）
日
本
冷
媒
・
環
境
保
全
機
構

3
月
3
日

【 

協
　
会 

】

	

●	

求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
の

　

		

ご
活
用
に
つ
い
て

	

●	

第
18
回	

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会	

東
京
大
会

　

		

出
場
者
募
集

	

●	

講
習
会

　

		（
1
）
弾
性
床
材
＆
ト
イ
レ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習

　

		（
2
）
品
質
評
価
法
講
習
～
基
礎
編
～

　
		（

3
）
初
心
者
向
け
防
火
防
災
の
基
礎

　
		（

4
）
品
質
管
理
基
礎
コ
ー
ス

	
●	
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
（
2
0
2
3
年
3
月
号
）

【 
そ
の
他
団
体
よ
り 

】

	

●	

求
職
者
情
報　

東
京
都
立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

〈所在地・電話・FAX変更〉

株式会社セントラル
アメニティサービス

中村　太朗 104-0061 東京都中央区銀座4-9-6 03-6260-6030 03-6260-6102

〈代表者名変更〉

株式会社テービーケイ 髙木　和也 171-0021 東京都豊島区西池袋3-30-4
K&Hビル4F	

03-5950-8017 03-5950-8049

〈所在地変更〉

株式会社アドバンス・
シティ・プランニング

富田　正樹 107-0062 東京都港区南青山1-15-9
第45興和ビル４Ｆ

03-3404-6121 03-5785-2801

〈入会〉

株式会社
サニークリーンサービス

沖山　正一 101-0053 東京都千代田区神田美土代町3-3 03-3293-7901 03-3293-7998

ファーストビルサービス
株式会社

江森　佐和子 134-0083 東京都江戸川区
中葛西2-1-11-1号棟 

03-5679-2227 03-5679-2247

〈継続入会〉

株式会社OSCクリンネス 木村　芳夫 185-0012 東京都国分寺市本町4-12-1 042-320-5144 042-320-5190
（旧会員名：株式会社フォルム）
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広報委員会　STAFF

■委員長　　　吉澤　幸夫

■委　員　　　大嶋　直樹
　　　　　　　奥出　隆之
　　　　　　　里見　貴弘
　　　　　　　庄司　和明
　　　　　　　鈴木　英司
　　　　　　　中嶋　徹治

広報誌

令和5年4月号（第602号）

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員五十音順

編  集  後  記
　

2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

を
始
め
て
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
初
一
部
で
は
「
春

先
に
は
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
2
度
目
の
春
を
迎
え
て
な
お
終
戦
の
気
配
を

感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ド
ロ
ー
ン
を
軍
事
利
用

す
る
令
和
時
代
の
リ
ア
ル
な
戦
争
は
、
長
期
化
す
る
に

つ
れ
数
多
の
情
報
の
一
つ
と
し
て
消
費
し
て
い
る
感
覚

に
陥
い
る
こ
と
が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
進
歩
に
よ
り
世
界
の
距
離
は
繋
が
り
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
世
界
は
一
つ
に
繋
が
っ
て
も
な
お
歴
史
が
繰
り

返
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
穏
や
か
な
平
和
の
春
が
訪
れ
ま
す
よ

う
、
一
刻
も
早
い
終
戦
・
停
戦
の
実
現
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。

　

一
方
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
日
常
が
本
格
的

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
行
動
制
限
が
緩
和
・
撤

廃
さ
れ
、
外
国
人
観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
が
増
え

て
き
た
こ
と
は
春
ら
し
い
明
る
い
話
題
で
す
。
都
心
の

観
光
要
所
は
外
国
人
ツ
ア
ー
客
で
溢
れ
、
体
感
で
は

8
割
以
上
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

先
日
、
原
宿
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に
入
る
と
9
割
方
の
お

客
さ
ん
が
外
国
人
で
し
た
。
そ
の
状
況
に
娘
は
「
日
本

の
ラ
ー
メ
ン
美
味
し
い
ね
！
日
本
良
い
ね
！
っ
て
色
ん

な
国
の
人
た
ち
が
言
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
嬉
し
い
よ
ね

♪
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
か
ら
日
本
が
愛
さ
れ
、
日
本
も
ま
た
世
界
を
愛

す
る
―
―
そ
う
し
た
繋
が
り
が
世
界
を
平
和
に
で
き
る

の
な
ら
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
。

　

春
は
新
し
い
出
会
い
の
季
節
で
す
。

　

今
年
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
社
員
が
や
っ
て
き
ま
す
。

彼
ら
彼
女
ら
の
キ
ラ
キ
ラ
オ
ー
ラ
は
私
に
〇
十
年
前
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
見
た
目
は
無
理
で
も
気
持

ち
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
誌
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
〉
も
2
月
に
創
刊
6
0
0

号
を
迎
え
、
本
号
よ
り
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
新
し
い
出
発
で
す
。
今
後
も
よ
り
一
層

皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

　

そ
し
て
、
春
は
花
粉
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年

の
東
京
の
花
粉
飛
散
量
は
昨
年
の
2
倍
以
上
と
の
こ
と
。

花
粉
症
持
ち
と
し
て
は
憂
鬱
な
気
分
で
す
。
3
月
13
日

以
降
マ
ス
ク
着
用
は
〈
個
人
の
判
断
〉
に
委
ね
ら
れ
ま

す
。
果
た
し
て
周
囲
が
ど
う
な
る
か
、
今
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
私
は
花
粉
が
収
ま
る
ま
で
マ
ス
ク
は
外
せ
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
（
こ
の
記
事
は
3
月
1
日
に
執
筆
し
て

い
ま
す
）。

　

最
後
に
、
こ
の
3
月
に
次
女
が
保
育
園
を
卒
園
で
す
。

長
女
の
入
園
以
降
、
足
掛
け
8
年
の
送
迎
も
遂
に
終
わ

り
を
迎
え
ま
す
。
長
い
よ
う
で
振
り
替
え
れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
子
供
の
成
長
は
本
当
に
早
い
も
の
だ

な
ぁ
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
と
と
も
に
次
の
世
代
に
平
和

な
世
界
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
我
々
世
代
の
役
目

だ
な
と
、
最
後
は
少
々
大
仰
な
言
葉
で
締
め
く
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
嶋　

直
樹



東京マナビルで好評販売中

ビルメンテナンス業務に携わる方のための書籍２冊を改訂しました

「設備管理責任者のための業務マニュアル」

「ビル清掃の基本と実務　総合テキスト」

現場責任者の日頃の心得から引継ぎのポイント
まで設備管理手法のバイブル

清掃従事者のための幅広い知識を網羅し、
わかりやすく解説

 定価 1,980 円
（会員価格 1,100 円）/ 税込

 定価 2,530 円
（会員価格 1,650 円）/ 税込

設備管理責任者の技術・知識向上に役立つ書籍が
全面リニューアル

責任者へのステップアップを図る方などに向けた
ビル清掃の実務に関する総合テキスト

第１章　設備管理責任者の責務
第２章　設備管理計画書の作成
第３章　管理報告書
第４章　事故の発生状況とその防止対策
第５章　省エネルギー　
第６章　予備品・備品等の管理

第１章　ビルの環境衛生
第２章　ビルの汚れ
第３章　洗剤と床維持剤
第４章　建材別の手入れ法
第５章　機械器具の種類および使用法　

第７章　関係図書の管理
第８章　立会い業務
第９章　品質管理
第10章　責任者の引継のポイント
資料編

第６章　区域別の手入れ法
第７章　ビルの廃棄物処理
第８章　労働安全衛生
第９章　作業従事者の心得とマナー
第10章　関係法令

発行者： 公益社団法人東京ビルメンテナンス協会　　〒 116-0013　東京都荒川区西日暮里５－ 12 －５　　
TEL　03（3805）7555　　e-mail  tosho@tokyo-bm.or.jp　　URL　https://www.tokyo-bm.or.jp/

現場の責任者

研修にも最適！

協会講習会

でも使用
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